
（事業報告書様式1)

公園施設名：神の木公園　野球場

施設使用料 キャンセル料金 小計 その他施設 利用料金合計
（シャワー）

4月 0 0 0 ― 0

5月 0 0 0 ― 0

6月 42,900 0 42,900 ― 42,900

7月 37,700 0 37,700 ― 37,700

8月 91,000 0 91,000 ― 91,000

9月 58,500 0 58,500 ― 58,500

10月 44,200 0 44,200 ― 44,200

11月 91,000 2,600 93,600 ― 93,600

12月 50,700 5,200 55,900 ― 55,900

1月 0 0 0 ― 0

2月 0 0 0 ― 0

3月 16,900 0 16,900 ― 16,900

計 432,900 7,800 440,700 ― 440,700

公園施設名：台町公園　野球場

施設使用料 キャンセル料金 小計 その他施設 利用料金合計
（シャワー）

4月 2,600 0 2,600 ― 2,600

5月 0 0 0 ― 0

6月 55,900 0 55,900 ― 55,900

7月 63,700 5,200 68,900 ― 68,900

8月 105,300 7,800 113,100 ― 113,100

9月 75,400 7,800 83,200 ― 83,200

10月 70,200 0 70,200 ― 70,200

11月 71,500 0 71,500 ― 71,500

12月 42,900 2,600 45,500 ― 45,500

1月 0 0 0 ― 0

2月 0 0 0 ― 0

3月 41,600 2,600 44,200 ― 44,200

計 529,100 26,000 555,100 0 555,100

利用料収入計 995,800

令和２年度利用料金収入実績

月別

月
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（事業報告書様式2)

公園施設名：神の木公園　野球場 公園施設名：台町公園　野球場

月別 利用回数 稼働率 月別 利用回数 稼働率

4月 0 0% 4月 2 2%

5月 0 0% 5月 0 0%

6月 24 27% 6月 29 34%

7月 22 32% 7月 31 27%

8月 49 41% 8月 57 48%

9月 38 40% 9月 42 40%

10月 25 30% 10月 35 34%

11月 48 47% 11月 48 48%

12月 21 30% 12月 21 30%

1月 0 0% 1月 0 0%

2月 0 0% 2月 0 0%

3月 11 35% 3月 20 54%

計 238 24% 計 285 26%

令和２年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率
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（事業報告書様式3）

年間合計 34,222 7,363

施設：神の木公園　野球場

月別 計測方法
利用件数

市内 市外 合計

1,785 0
2月 2,839 0
3月 2,983 260

1月

月別
公園全体の利用人数

備考
有料施設含む

（有料施設内訳）
野球場

2,670 0
5月 2,681 0

2,554 590
2,044 650

令和２年度公園利用状況

12月
11月
10月
9月
8月
7月
6月

4月

施設：神の木公園　

3,103 1,682

3,572 795
4,259 1,629
2,873 567

2,859 1,190

4月 0 0 0
5月 0 0 0
6月 590 0 590
7月 650 0 650
8月 1,682 0 1,682

受付時に確認

3月 260 0 260

年間合計 7,363 0 7,363

9月 1,190 0 1,190
10月 795 0

1月 0 0 0
2月 0 0 0

795
11月 1,629 0 1,629
12月 567 0 567
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（事業報告書様式3）

備考
公園全体の利用人数

有料施設含む

1,259 0
0 861

1月

10月

（有料施設内訳）
野球場

60
0

844
700

1,581
1,049

861
1,259

616
0

1,049 0 1,049

844 0 844
700 0 700

施設：台町公園　

7,3940

60

7,394

0 0 0
424 0 424

616 0 616
0 0 0

861
1,259

1,581 0 1,581

11月

8月
9月

受付時に確認

6月
7月

4月
5月

年間合計

3月

12月

2月

60 0
0 0 0

市内 市外
月別

令和２年度公園利用状況

年間合計 21,343

1,387
1,413
2,170
1,741
1,889
2,502

月別

1,425
1,419

10月
11月

4月
5月
6月
7月
8月
9月

合計

12月
1月
2月
3月

1,846
1,424
1,949
2,178

施設：台町公園　野球場

計測方法
利用件数

0
424

7,394
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（事業報告書様式4）

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

3月31日 B
\ 38,500 

放送設備点検 ・ 放送設備の点検
㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

1回

4月1日～
3月31日

B
\ 74,580 

AED設置 ・ AED設置及び消耗品交換
京浜警備保障㈱

通年

4月1日～
3月31日

B
\ 151,800 

管理棟
機械警備

・ 機械警備作動時対応他
京浜警備保障㈱

通年

4月1日～
3月31日

B
（職員常駐時間外） \ 19,800 

夜間警備
・ 夜間の緊急対応 京浜警備保障㈱

通年

施設：台町公園

業務 内容 再委託先及び金額 年回数 実施年月日 評価 対応状況

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

3月31日放送設備点検 ・ 放送設備の点検
\ 38,500 

1回

業務の第三者委託実績
施設：神の木公園

B

B
管理棟
機械警備

・ 機械警備作動時対応他
京浜警備保障㈱

\ 132,000 

19,800 

対応状況評価実施年月日

4月1日～
3月31日

通年

京浜警備保障㈱

\

4月1日～
3月31日

通年

業務 再委託先及び金額内容 年回数

夜間警備
・ 夜間の緊急対応

（職員常駐時間外）

通年
\ 74,580 

AED設置 ・ AED設置及び消耗品交換
京浜警備保障㈱

有料・施設管
理

・
野球場ﾌｧｰﾙﾎﾟｰﾙ
肉厚測定

ｺﾞｺｳ㈱
1回

\ 44,000 

4月1日～
3月31日

B

B

3月31日 B
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（事業報告書様式5）

※ 調査費や打合せ等にかかった費用及び労務費は含まれていません

（事業報告書様式6）

令和2年度増減備品一覧

品名 形状・その他 単価（円）
購入 破棄

増減数 増減理由
数量 年月日 数量 年月日

施設：神の木公園

品名 形状・その他
破棄

増減数 増減理由
年月日 数量 年月日

施設：台町公園

単価（円）
購入

数量

修繕年月日 修繕箇所 金額
委託業者名または

対応状況
直営かの記載

R2.7.20 複合遊具 \ 36,450 直営 固定ﾎﾞﾙﾄ養生ｷｬｯﾌﾟ劣化交換

直営

施設：神の木公園

詰所出入口ｼｬｯﾀｰ鍵R3.3.22 \ 36,724 文化ｼｬｯﾀｰｻｰﾋﾞｽ ｼｬﾀｰｷｰ交換

施設：台町公園

R2.9.21 屋外ﾄｲﾚ鋼板目地補修 \ 268,785 ㈱塗工アサヒ 劣化目地再充填

令和2年度修繕実績

委託業者名または
直営かの記載

対応状況金額修繕年月日

固定ﾎﾞﾙﾄ養生ｷｬｯﾌﾟ劣化交換

R3.2.15

複合遊具

\ 151,025 戸塚農機 各部交換

修繕箇所

\ 31,050 R2.5.14

乗用ﾄﾗｸﾀｰ

※台町公園は該当ありませんでした

※神の木公園は該当ありませんでした
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（事業報告書様式7）

苦情対応報告

対応結果

施設：神の木・台町公園

年月日

1

5

2

3

内容及び苦情者

事故対応
施設：神の木・台町公園

6

4

年月日 内容及び被害 対応結果

※今年度は該当ありませんでした

※今年度は該当ありませんでした
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（事業報告書様式8)

施設：神の木・台町公園
① 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙い

② 市民ｻｰﾋﾞｽ向上取り組みの考え方

③ 利用促進の取り組み、利用者支援等の取り組みについて

④ 指定管理者が課題に感じている公園運営改善策

⑤ 広報やﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨｰ取り組みの考え方

⑥ 利用者ﾆｰｽﾞ把握の取り組みの考え方

本公園は住宅地内にあることから、広場の夜間利用があります。夜間利用は時として悪戯や不法行為に
発展することもあり、夜間の安全・防犯対策が課題となっています。
一部の利用者による犬の放し飼いや広場の独占使用などによる迷惑やトラブルが発生し、誰もが安心し
て快適に利用する上で、利用マナーの低下が課題となっています。
公園に駐車場がないことから、野球場利用者やイベント開催時の路上駐車が見られます。来園時のマ
ナー向上や周辺住民への迷惑防止が課題となっています。
斜面地に公園が整備されているため、死角となる場所での不法投棄が発生し、公園のイメージ悪化に繋
がるという課題があります。
今年度はこれらの課題に対して、看板の増設、臨時巡視、声かけ等の対策を行いました。

地域住民への波及効果が高い区広報の活用と公園HPの２つを中心に置き、園内掲示板と合わせて広
報活動に利用します。
また、周辺自治会に協力してもらい自治会内掲示板などにも掲載を依頼します。
そして、生きた情報を発信するためにブログなどの媒体も活用し、日々の公園の季節の移り変わりや環境
教育につながる情報の発信を行いました。

様々なﾆｰｽﾞを収集・把握するとともに、それらを「集めっぱなし」にせず、直ちに検討して「実現できる・でき
ない」を判断し、より早く結果を知らせることと考えます。
そこで、巡視や点検など日常業務の中で「顔の見える管理」を心掛け来園者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して直
接的な要望やﾆｰｽﾞを把握しました。
またｱﾝｹｰﾄや意見箱、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどを活用し様々な手段を用いてﾆｰｽﾞの収集と把握に努めました。
同時に地域住民などで構成される「ｵｱｼｽの会」を活用し、地域ﾆｰｽﾞと潜在的な利用者ﾆｰｽﾞの把握をお
こないます。
そして、横浜市の公園利用動向、ﾆｰｽﾞに関わる既往調査などを参考としつつ、書籍・雑誌・新聞・研究調
査・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等を通じて社会的なﾆｰｽﾞ把握に努めました。

市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進

公平・公正に利用者の声を把握して管理運営に反映するとともに、誰もが安心して安全、快適に利用で
きる環境づくりとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの提供による利用ｻｰﾋﾞｽの向上により本公園の利用価値、満足度を高めること
が重要であると考えます。
そのため①公園利用者のﾆｰｽﾞ把握②利用者の安全指導③利用者の利便性向上の取り組みを柱として
提案事業を行いました。

基本的には上記の三つの取り組みを中心として、いつだれが来ても満足のいく公園とすることが利用者ｻｰ
ﾋﾞｽの原点であるとの認識のもと市民ｻｰﾋﾞｽ向上の取り組みを継続しました。

②の考えのもと、多様なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供による利用促進をはかるため愛犬ﾏﾅｰ教室やハーブガーデン教
室、落葉のプールなどの公園資源を利用したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや、自然との触れ合いを楽しむための自然観察会
や夏休み昆虫観察会などのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、少子高齢化や世代間交流に対応したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの提供として鯉の
ぼりの展示や七夕祭りなどを行いました。
また、利用者支援の取り組みとして、年末年始のﾄｲﾚ開放やｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰとして情報を充実させﾚｽﾄ
ﾊｳｽでの写真展を行い、災害時に対応したﾍﾞﾝﾀﾞｰ機能搭載の自動販売機の設置を行いました。
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収支決算書（指定管理料のみ） (単位：千円）
当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

44,073 44,073 44,700 627

1,600 1,600 995 -605

387 387 137 -250

0 259 259 259 0
休館期間等における新型コロナウイ
ルス感染症の影響を踏まえた横浜市
による運営支援

0 0 0 0

0 0 302 302

46,060 259 46,319 46,393 74

当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

37,000 0 37,000 26,387 10,613

35,600 35,600 25,377

1,400 1,400 1,010

0

700 0 700 529 171

482 482 368

131 131 161

4 4

127 127

0 0

0 0

27 27

0 0

10 10

50 50 AED設置委託 75

0 0

0 0

950 0 950 260 690

38,650 0 38,650 38,650

2,000 0 2,000 2,216 -216

807 0 807

25 0 25

1,000 0 1,000 1,155 -155

1,500 0 1,500 782 718

300 0 300 283 17 機械警備委託 151

1,600 0 1,600 776 824

0 0 0

0 0 0 保安管理委託 250

1,600 0 1,600 1,600 夜間警備委託20、植栽管理委託 200など

0

0 0 0 0

0 0 0

400 0 400 341 59

0 0 0 0

400 0 400 400

600 0 600 15,079 -14,479 通信費、交際費ほか

46,050 0 46,050 20,632 25,418

10 259 269 25,761 -25,492

540 0 540 540 駐車場収入、自動販売機収入

148 0 148 148 駐車場支出、自動販売機支出

392 0 392 0 392

支出合計

設置管理許可収入合計

設置管理許可支出合計

差引

事務経費（本部分）

事務経費

事務経費（当該施設分）

その他経費（当該公園分）

共益費（合築等の場合）

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

公租公課

その他公租公課

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

施設保全費

その他保全費・園地管理費

清掃費

修繕費

機械警備費

空調衛生設備保守

消防設備保守

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

光熱水費合計

光熱水費（下水道）

管理費総合計

（横浜市への支払い分）

会議賄い費

印刷製本費

旅費

消耗品費

振込手数料

リース料

利用料金収入

自主事業収入

横浜市による運営支援（休館期間等）

雑入

その他雑入

科目
決算額(D) 説明

収入の部

指定管理料

収入合計

決算額(D) 説明

人件費

退職給付引当金繰入額

科目

支出の部

給与・賃金

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

社会保険料

通勤手当

差引

1,168 1,1680

事務費

使用料及び賃借料

（その他）

地域協力費

手数料

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

自主事業費
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（事業報告書様式10）

人材育成
研修実施
効果等

公園管理に必要
な研修の積極的
な取り組み

通常研修1回/
月
特別教育研修
随時
臨時研修　随
時

通常研修実施
特別教育研修、随時研
修など新型コロナウィル
スへの対応が更新される
都度研修として実施

目標達成

運営目標・実績報告
施設：神の木・台町公園

目標設定の
視点

当初設定した
運営目標

当初設定した
管理指数数値

実績 目標との差異
今後の取り組み

（改善計画）

目標達成
引き続き実施して
いく

目標達成
ﾆｰｽﾞを確認できた
ので継続して実施

業務運営3
（人員配
置、緊急時
対応計画、
防犯防災、
災害対応）

公園管理事務所
と公園管理本部と
の連携及び地域と
の日常的なコミュ
ニケーションの創
出

公園の近隣に
居住する者を
優先的に採
用、配置する
事で非常時の
対応をより迅速
に行えるように
する。

比較的に公園に近い居
住者を積極的に雇用した

業務運営1
（達成目標
運営業務の
実施方針）

安全で安心して利
用できる公園環境
の維持

日常巡視、点
検の強化
重点箇所を設
定し公園ﾏﾅｰ
向上と利用ｻｰ
ﾋﾞｽの充実

曜日別で重点箇所を設
定する事で充実につなげ
る

業務運営2
（利用者ｻｰ
ﾋﾞｽの向上
利用者満
足度や利用
者数の増、
利用しやす
さ向上）

公平・公正に利用
者の声を把握し管
理運営に反映する

「提案事業実
施一覧」に記
載以外で公園
の「個性」を活
かした取り組み
や多彩なバリ
エーションの自
主事業を1件
以上行う

「はまっ子ユーキ」の公園
での販売を実施し、好評
でした

目標達成
今後も継続して雇
用の際は配慮する

引き続き実施して
いく

10 



（事業報告書様式10）

今後も効率化を意
識しいつでも実行
に移せるよう準備
している

経費削減
策

スケールメリットを
活かした業務繁忙
期の職員相互によ
る人件費の効率
的な活用

公園専属という
考えではなく、
両公園の業務
に携わる事でよ
り効率的な人
員管理を行い
経費削減につ
なげる

実績としてはありませんで
した

事案の発生な
し

収支計画を精査し
精度を上げる

収支
（修繕等、
収入、支
出）

収支計画にもとづ
き履行する

誤差を20％以
内におさめる

おおよそおさめることがで
きた

ほぼ達成

継続して点検を行
い、早期発見につ
なげる

維持管理2
清掃、園地
維持管理

公園の特徴を踏ま
えた点検清掃を行
う

発見した異常
については日
報の記録する
とともに安全確
保や修繕対
応、必要に応じ
て市の担当者
への報告を行
います

経過観察の実施、対応
の迅速化につながった

作業時の事故
なし

継続して安全意識
の向上を目指す

維持管理1
施設の保守
管理、
補修計画

公園管理での経
験を活かした上で
マニュアルを元に
公園の特性に合
わせた維持管理を
行う

軽微な段階で
の補修を行い、
修繕費の削減
や施設の長寿
命化につなげる

木製のものなどは腐食の
早い段階で修繕を実施
するなどにより修繕費を
おさえる事ができた

目標達成

運営目標・実績報告
施設：神の木・台町公園

目標設定の
視点

当初設定した
運営目標

当初設定した
管理指数数値

実績 目標との差異
今後の取り組み

（改善計画）
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（事業報告書様式１１）

9
ｺﾌﾞｼの開花当てｸｲｽﾞ
（台町）

台町公園のｼﾝﾎﾞﾙﾂﾘｰであ
るｺﾌﾞｼの開花日を予想する

2月 1 -3,000
応募者少数であったが、
参加者には喜ばれた

10
ｸﾘｽﾏｽｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝの設
置（神の木）

季節感の演出。防犯。 12月 1 0
詰所周辺を電飾で飾りつ
けた

野球場の冬季整備の期
間を利用して、土日に限
りﾁｰﾑに利用してもらう

毎月第2月曜日の10時
半より開催。集会場を利
用し、講師の指導の元、
簡単で楽しい体操を行う

地域との交流。野球場の開
放

2月、3月 30

施設：神の木・台町公園
事業名 目的・内容 実施時期 実施結果考察

近隣の方々に、もう使っ
ていない鯉のぼりを提供
していただき、それを飾っ
た。

回数 収支状況

0

安全な遊び場へつなげた

1
こいのぼり飾りつけ
（神の木・台町）

季節の行事を通して、公園
をより楽しんでもらう。日本昔
ながらの行事で、和の心を
体験してもらう。

4月 1

2
野球場開放
（神の木・台町）

遊びの多様性に対応するた
めの対応

通年
（冬季除く）

10 0

4
親子体操教室
（神の木）

子育てﾏﾏと赤ちゃんの健康
づくり

通年 7 0

3
野球場冬季開場ｻｰﾋﾞｽ
（神の木・台町）

36,400

5
花壇花植え
（神の木・台町）

8
公園写真展
（神の木）

6月、11月 2

園内につる植物を配置し
て夏場の日除けとし、冷
房の電気代及びCO2を
抑える

0

0
公園ﾓﾆﾀｰの参加を呼び
かける機会とした

生活の中で利用される身近
な植物を植えることで、自然
に興味をもってもらう。

7
ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝの設置
（神の木・台町）

冷房による電気代の節約
と、それに伴い発生するCO2
の抑制

7月 1

6
地域ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ交流大会
への協賛（神の木）

試合を通し、地域の交流、
野球場利用促進につなげる

6月 1

-41,472

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参加と共に、
ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ、ﾆﾁﾆﾁｿｳな
どを植えて、春の花壇を
作った

提案事業「斜面で写メいち」
の写真展実施

9月 1 -3,000
投票及び第三者評価に
よる実施。優秀者には粗
品を贈呈。

自主事業実施報告
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（事業報告書様式１１）

他15件
※

20
合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
（神の木・台町）

ｽﾀｯﾌの日常巡視では気付
かない問題点を、利用者の
目で発見してもらう

毎月 12 0

毎月１回開催。公園の日
常巡視も一緒に参加して
もらう。気付いた事を言っ
てもらう。参加者なし。

施設：神の木・台町公園

収支状況は開催（実施）の実費収支のみで、準備や打ち合わせ時の準備費及び労務費は含まれていません。

18
夏休み昆虫観察会
（神の木・台町）

小学生の夏休みの自由研
究の一助。子供達の自然と
のふれあい

8月 1 0

前日、園内に昆虫捕獲
用の落とし穴ﾄﾗｯﾌﾟを仕
掛け、それを当日回収し
て観察する。ｾﾐの抜け殻
当てｸｲｽﾞを行った。

19
寄せ植え教室
（神の木）

新春の縁起物の材料で飾る 12月 1 9,100
年１回の開催。松竹梅の
縁起物の材料を使用し
寄せ植え教室を行った

16
年末年始ﾄｲﾚ開放
（神の木・台町）

職員不在の年末年始休業
期間も利用者ﾆｰｽﾞに応える
べく、ﾄｲﾚの開放を行う

12月、1月 1 0

夜間施錠するﾄｲﾚに関し
て、職員が不在になる休
業期間12月29日～1月
3日までの6日間、昼間の
開放を行った

17
門松設置
（神の木）

昔からある伝統行事を身近
な公園に再現し、季節感を
演出する

12月 1 0
詰所の前に門松を飾っ
た。正月の風情を演出で
きた

14
愛犬ﾏﾅｰ教室
（神の木）

公園での犬の放し飼いやﾌﾝ
の放置に対し、飼い主の意
識向上を促す。愛犬家のた
めの犬の飼育知識吸収の一
助のため

10月 1 0

神奈川区生活衛生課の
協力を要請し、講師を派
遣していただき、犬の散
歩ﾏﾅｰ等を教えた

15
本部年末ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
（神の木・台町）

本部や他公園責任者から指
摘を受ける事で、管理・運営
に対するさらなる”気づき”を
職員全員が意識する

11月 1 0

本部ﾊﾟﾄﾛｰﾙの結果・指
摘事項をを踏まえ、より
良い管理・運営となるよう
つとめた

12
ｼｲﾀｹ栽培教室
（神の木）

公園で発生した伐採木を利
用して、ｼｲﾀｹ栽培を体験す
る

3月 1 -8,616

台風で折れたｸﾇｷﾞの枝
を保存しておいた。それ
を利用して、参加者にｼｲ
ﾀｹ菌を打ち込んでもらう

13
近隣保育園卒園式
ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ贈呈
（神の木）

近隣保育園の年長組さん
に、卒園記念として1人1輪
づつﾁｭｰﾘｯﾌﾟを贈呈した

3月 1 -6,400
卒園式の前日に、ﾁｭｰﾘｯ
ﾌﾟと包装資材一式を保
育園へ届けた

事業名 目的・内容 実施時期 回数 収支状況 実施結果考察

11
ハロウィンまつり
（神の木・台町））

季節行事 10月 1 -10,000 合言葉でお菓子贈呈
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（事業報告書様式12）

※ 他4件
性別・年齢層

住所 公園やｲﾍﾞﾝﾄを知った方法

公園の利用頻度

来園手段

来園目的

使用した場所

満足度について
施設の清潔さについて 施設の利便性について

安全性について 公園内外の案内について 

植栽の管理状態について ｲﾍﾞﾝﾄ、催しについて

職員の応対について 総合満足度について

再来園の希望

※ 一部項目では、複数回答や、1枚で複数人数分の回答があったため、合計値が回答数を上回る項目があります。

40 14 1 3 29 28 0 1
満足 普通 不満 わからない 満足 普通 不満 わからない

64 0 1
また来たい

普通 不満 わからない
40 15 0 3

満足 普通 不満 わからない 満足
38 3116

もう来ない わからない

普通 不満 わからない
36 19 0 3 31 22 0 5

満足 普通 不満 わからない 満足

普通 不満 わからない
17 20 11 1 32 23 1 2

満足 普通 不満 わからない 満足

花壇 流れ ｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽ その他
10 32 42 17 9 10 6 0 0

野球場 自由広場 こどもの遊び場 斜面緑地 見晴台

犬の散歩 運動・ｽﾎﾟｰﾂ その他
16 6 11 32 19 2 14 0

散歩 休息 自然観察 子供と遊ぶ ｲﾍﾞﾝﾄ

電車 その他
40 24 1 0 3 0 0

徒歩 自転車 ﾊﾞｲｸ 自家用車 ﾊﾞｽ

9 22 20 6 1 7
初めて毎日 週1～2回 月1～2回 年1～2回 数年に1回

65 0 28 2 2 0 2
区の広報 知人から その他市内 市外 公園ﾎﾟｽﾀｰ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

9 1 8 11 1 1 2 0 10 0 6 11 1 1
70代 80代

2 1

男性 女性
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

6 R1.12.18 七夕まつり他 ３１名

利用者ｱﾝｹｰﾄ結果

備考№ 実施日 ｲﾍﾞﾝﾄ名 回答数

5 R2.12.10 迎春花木寄せ植え教室他 ３４名

施設：神の木・台町公園

14 



（事業報告書様式13）

4章　自由研削用砥石の取付方法及び試運転
①.研削盤と研削砥石の適合確認
②.研削砥石の検査
③.研削砥石の取付け、取り外し方法
④.試運転

1章   自由研削用研削盤（グラインダ）
①.種類、②.電動機(モーター)の種類と構造
③.取扱い方法
2章　自由研削用砥石
①.砥石の構成、②.砥石の種類
③.表示及び安全度並びに取扱い方法
3章　砥石の覆い､保護具
①.砥石の覆い、②.保護具

4章　自由研削用砥石の取付方法及び試運転
①.研削盤と研削砥石の適合確認
②.研削砥石の検査
③.研削砥石の取付け、取り外し方法
④.試運転

ﾛｰﾗｰの種類、用途、動力伝達装置、作業装置、かじ取り装置、ブレーキ、電気装置、警
報装置及び付属装置の構造及び取扱いの方法

5章　災害事例と安全作業
6章　関係法令

施設：台町公園

運転に必要な力学、ローラーによる施工方法

運転に必要な力学、ローラーによる施工方法

9 R2.12.11 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識②

10 R3.1.21 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識③

11 R3.2.19 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識④

12 R3.3.26
ﾛｰﾗｰ運転者必携　運転に必要な一般的な事項
に関する知識

7 R2.10.23 自由研削砥石の安全作業⑧ 自由研削砥石の取付、取り外しの方法

8 R2.11.12 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識①

5 R2.8.28 自由研削砥石の安全作業⑥

6 R2.9.25 自由研削砥石の安全作業⑦

3 R2.6.26 自由研削砥石の安全作業④

4 R2.7.22 自由研削砥石の安全作業⑤

1 R2.4.16 自由研削砥石の安全作業②

2 R2.5.22 自由研削砥石の安全作業③

実施日 研修名 内容及び効果

3 R2.6.22 自由研削砥石の安全作業④

1章   自由研削用研削盤（グラインダ）
①.種類、②.電動機(モーター)の種類と構造
③.取扱い方法
2章　自由研削用砥石
①.砥石の構成、②.砥石の種類
③.表示及び安全度並びに取扱い方法
3章　砥石の覆い､保護具
①.砥石の覆い、②.保護具

ﾛｰﾗｰの種類、用途、動力伝達装置、作業装置、かじ取り装置、ブレーキ、電気装置、警
報装置及び付属装置の構造及び取扱いの方法

10 R3.1.25 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識③

実施日 研修名 内容及び効果

2 R2.5.25 自由研削砥石の安全作業③

ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識④R3.2.2211

4 R2.7.27 自由研削砥石の安全作業⑤

5 R2.8.24

12 R3.3.22
ﾛｰﾗｰ運転者必携　運転に必要な一般的な事項
に関する知識

自由研削砥石の安全作業⑥

6 R2.9.23 自由研削砥石の安全作業⑦

研修実施報告

9 R2.12.21 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識②

7 R2.10.26 自由研削砥石の安全作業⑧ 自由研削砥石の取付、取り外しの方法

8 R2.11.24 ﾛｰﾗｰ運転者必携　ﾛｰﾗｰに関する知識①

5章　災害事例と安全作業
6章　関係法令

施設：神の木公園

1 R2.4.27 自由研削砥石の安全作業②
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